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今
定
例
会
で
は
、
犯
罪
被
害

者
な
ど
を
支
援
す
る
た
め
の
各

種
経
費
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、

既
定
予
算
で
措
置
で
き
な
か
っ

た
経
費
や
不
足
が
見
込
ま
れ
る

経
費
な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
、
総
務
費

で
は
、
事
業
の
精
算
な
ど
に
伴

い
発
生
し
た
国
県
支
出
金
の
返

還
金
や
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
に
対
応
す
る
た
め
の

経
費
が
措
置
さ
れ
ま
し
た
。
民

生
費
で
は
、
犯
罪
被
害
者
な
ど

の
権
利
利
益
の
保
護
や
被
害
の

軽
減
、
回
復
を
目
的
と
し
た
各

種
支
援
金
が
計
上
さ
れ
た
ほ

か
、
保
育
環
境
の
向
上
に
向
け

た
小
規
模
保
育
施
設
の
整
備
に

係
る
補
助
金
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
衛
生
費
で
は
、
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
接
種
者
が

増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ワ
ク

チ
ン
の
追
加
購
入
費
や
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
導
入
補
助
金

の
申
請
件
数
増
加
に
対
応
す
る

た
め
の
助
成
費
が
措
置
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
下
水
道
事
業
会

計
で
は
、
令
和
６
年
台
風
第
10

号
に
伴
う
大
雨
に
よ
る
浸
水
被

害
へ
の
対
応
と
し
て
、
雨
水
桝

の
増
設
や
グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の

改
修
経
費
な
ど
が
措
置
さ
れ
る

と
と
も
に
、
事
業
が
複
数
年
に

渡
る
こ
と
か
ら
、
継
続
費
の
設

定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
追
加
議

案
と
し
て
、
物
価
高
騰
対
策
と

し
て
実
施
さ
れ
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
向
け
の
給
付
金
を
支
給

す
る
た
め
の
一
般
会
計
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

の
特
例
に
係
る
割
合
に
関
す
る

規
定
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
な
ど
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
規
定
を
整
備
す

る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う

た
め
の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
改
正
の

概
要
な
ど
に
関
す
る
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
の
向
上
な
ど
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同
法

に
関
す
る
事
務
に
係
る
手
数
料

を
見
直
す
ほ
か
、
必
要
な
規
定

を
整
備
す
る
た
め
の
条
例
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
条
例
改

正
の
具
体
的
な
内
容
や
改
正
に

至
っ
た
理
由
と
根
拠
の
ほ
か
、

新
た
に
設
定
さ
れ
る
手
数
料
の

設
定
金
額
な
ど
に
関
す
る
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
立
公
民
館
の
設
置
及

び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
平
塚
市
立
四
之
宮
公
民
館
の

移
設
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
す

る
た
め
の
条
例
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　
常
任
委
員
会
で
は
、
移
設
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
四
之
宮
公
民

館
の
跡
地
利
用
な
ど
に
関
す
る

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆
指
定
管
理
者
の
指
定

　
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す

る
２
議
案
に
つ
い
て
、
採
決
の

結
果
、
全
員
異
議
な
く
可
決
し

ま
し
た
。

　
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
、

福
祉
会
館
は
５
年
間
、
西
部
福

祉
会
館
は
１
年
間
、
指
定
管
理

者
が
管
理
・
運
営
を
行
い
ま

す
。

平
塚
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
を
可
決

「
令
和
７
年 

平
塚
市
消
防
出
初
式
」

 

撮
影
日　

令
和
７
年
１
月
11
日

　

平
塚
市
議
会
は
、
令
和
６
年
11
月
26
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
、
24
日
間
の
会
期
で
12
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
の
改
正
や
令
和
６
年
度
補

正
予
算
な
ど
28
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、

承
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
定
例
会
で
提
出
さ
れ
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
、
令
和
５
年
度
決
算
の
認
定
な
ど

に
関
す
る
議
案
は
、
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
を
受
け
、
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

　

※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

令和
5年度
〈〈決算特別委員会の質疑内容は3面に掲載〉〉
決算を認定 　９月定例会に提出された令和５年度の決算の認定に関する

議案について、付託された決算特別委員会の審査結果を受け、
12月定例会初日に各会計決算とも認定しました。

一般会計の決算額

歳入総額
987億
5,506万円

地方消費税交付金地方消費税交付金
61億2195万円（6%）61億2195万円（6%）

繰越金繰越金
43億950万円（4%）43億950万円（4%）

諸収入諸収入
37億6991万円（4%）37億6991万円（4%）

国庫支出金国庫支出金
217億3811万円（22%）217億3811万円（22%）

県支出金県支出金
67億6245万円（7%）67億6245万円（7%）

市債市債
33億5023万円（3%）33億5023万円（3%）

市税市税
450450億億3695万円3695万円
（46%）（46%）

歳出総額
952億
7,409万円

教育費教育費
97億6837万円（10%）97億6837万円（10%）

衛生費衛生費
85億3168万円（9%）85億3168万円（9%）

公債費公債費
61億7849万円（7%）61億7849万円（7%）

土木費土木費
86億4441万円（9%）86億4441万円（9%）

総務費総務費
88億4126万円（9%）88億4126万円（9%）

※金額は、表示単位未満で四捨五入しているため、合計が合わないところがあります

消防費消防費
28億2564万円（3%）28億2564万円（3%）

商工費商工費
24億3285万円（3%）24億3285万円（3%）

その他その他
19億8357万円（2%）19億8357万円（2%）

民生費民生費
460億6781万円460億6781万円
（48%）（48%）

その他その他
51億6639万円51億6639万円
（5%）（5%）

地方交付税地方交付税
24億9957万円（3%）24億9957万円（3%）

令和６年12月 市議会定例会

主 な 内 容
総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・3
　片倉章博　野崎審也　数田俊樹
湘南フォーラム� 4
　久保田聡　府川正明　山原栄一
公明ひらつか� 5
　秋澤雅久　上野仁志　岡崎通子
しらさぎ・無所属クラブ� 6
　元島しん　はた文昭
日本共産党平塚市議会議員団� 6
　松本敏子
無所属� 7
　佐藤由美子　臼井照人
常任委員会の審査概要� 7面
審議の結果� 8面
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総
括

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
14
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

中
央
図
書
館
と 

南

図

書

館

問
　
中
央
図
書
館
の
休
館
時
期

と
改
修
期
間
を
伺
う
。

教
育
長
　
中
央
図
書
館
の
休
館

は
令
和
８
年
７
月
か
ら
10
年
１

月
ま
で
と
な
り
、
そ
の
う
ち
改

修
期
間
は
８
年
10
月
か
ら
９
年

10
月
と
し
、
開
館
は
10
年
２
月

を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
南
図
書
館
の
休
館
時
期
と

改
修
期
間
を
伺
う
。

教
育
長
　
南
図
書
館
の
休
館
は

７
年
２
月
16
日
か
ら
８
年
６
月

１
日
ま
で
と
な
り
、
そ
の
う
ち

改
修
期
間
は
７
年
３
月
下
旬
か

ら
８
年
４
月
下
旬
と
し
、
開
館

は
８
年
６
月
２
日
の
予
定
で
あ

る
。

問
　
休
館
期
間
中
の
代
替
施
設

の
検
討
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
休
館
中
の
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
影
響
を
考
慮
し
、

南
図
書
館
と
中
央
図
書
館
の
立

地
関
係
や
利
便
性
を
踏
ま
え
、

駅
周
辺
に
代
替
施
設
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。
設
置
に
あ
た

り
、
暫
定
的
な
施
設
で
あ
る
こ

と
か
ら
民
間
施
設
を
借
り
上
げ

る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
代
替
施

設
の
駅
周
辺
へ
の
設
置
は
、
図

書
館
ブ
ラ
ン
チ
（
分
館
）
の
準

備
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

中
央
公
民
館

問
　
平
成
24
年
度
の
耐
震
診
断

の
結
果
を
受
け
、
耐
震
改
修
を

し
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

教
育
長
　
同
時
期
に
平
塚
市
民

セ
ン
タ
ー
を
休
館
し
建
て
替
え

る
動
き
が
あ
り
、
市
民
セ
ン

タ
ー
と
の
同
時
休
館
を
避
け
、

ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術
ホ
ー

ル
開
館
後
の
令
和
４
年
度
に
耐

震
改
修
に
向
け
た
劣
化
度
等
調

査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
５
年
度
に
庁
内
で
施
設

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
多
額
の
改
修
費
用

を
か
け
て
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な

ど
の
十
分
な
機
能
向
上
を
図
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
現
施

設
の
改
修
は
行
わ
な
い
こ
と
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

問
　
６
年
２
月
策
定
の
「
平
塚

市
行
財
政
改
革
計
画
」
に
位
置

付
け
た
「
中
央
公
民
館
の
あ
り

方
の
検
討
」
の
結
果
で
、
８
年

10
月
の
休
館
が
決
ま
っ
た
の
か

伺
う
。

教
育
長
　
昨
今
、
能
登
半
島
地

震
な
ど
日
本
各
地
で
地
震
が
多

発
し
て
お
り
、
耐
震
化
対
策
を

施
し
て
い
な
い
現
施
設
の
運
営

継
続
は
危
険
度
が
高
い
た
め
、

利
用
者
の
安
全
を
考
え
、
可
能

な
限
り
早
期
に
休
館
す
べ
き
と

判
断
し
た
。
平
塚
市
行
財
政
改

革
計
画
に
位
置
付
け
た
「
中
央

公
民
館
の
あ
り
方
の
検
討
」
に

つ
い
て
は
、
休
館
は
す
る
が
市

民
の
学
習
活
動
の
成
果
の
発
表

の
場
な
ど
と
し
て
、
２
０
０
人

か
ら
４
０
０
人
程
度
の
ホ
ー
ル

機
能
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
機
能
や
規
模
な
ど
の
ほ

か
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
建
て
替
え

の
財
政
負
担
な
ど
を
整
理
し
な

が
ら
、
引
き
続
き
検
討
す
る
こ

と
と
し
た
。

清
風
ク
ラ
ブ

問
　
令
和
６
年
３
月
に
第
２
次

平
塚
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
指
針
が
改
定
さ
れ
、
新
ス

ロ
ー
ガ
ン
「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ

か
」
が
策
定
さ
れ
、
10
月
に
は

「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
」
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
が
決
定
し
た
が
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
込
め
ら
れ
た
ま
ち

の
イ
メ
ー
ジ
を
各
事
業
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

副
市
長
　
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
込

め
た
「
あ
た
た
か
み
」「
つ
な

が
り
」「
多
様
性
」「
可
能
性
」

を
市
民
や
市
外
の
人
に
も
共
感

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
職
員
研

修
や
庁
内
通
信
な
ど
で
全
職
員

に
浸
透
さ
せ
、
各
課
の
事
業
で

「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
」
と
連

動
し
た
事
業
展
開
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
若
い
世
代
へ
の
ま
ち
の
イ

メ
ー
ジ
の
発
信
が
弱
い
と
感
じ

る
が
、「
あ
っ
た
か
ス
ポ
ッ

ト
」
な
ど
の
情
報
発
信
を
ど
う

進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

副
市
長
　「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ

か
」
フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

７
年
７
月
ま
で
行
う
。「
あ
っ

た
か
ス
ポ
ッ
ト
」
に
ふ
さ
わ
し

い
写
真
を
選
び
、
本
市
の
魅
力

を
広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
新
ス
ロ
ー
ガ
ン
や
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
つ
い
て
の
市
長
の
見

解
を
伺
う
。

市
長
　
人
の
温
か
さ
や
気
候
が

温
暖
な
ど
、
本
市
の
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
て
い
く
ス
ロ
ー
ガ
ン

や
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
あ
る
た
め
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
い
き
た
い
。

新
た
な
海
の 

魅
力
づ
く
り 

海
辺
の
総
合
公
園

問
　
湘
南
海
岸
公
園
龍
城
ケ
丘

ゾ
ー
ン
整
備
・
管
理
運
営
事
業

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

副
市
長
　
令
和
６
年
７
月
に
着

工
し
た
海
辺
の
総
合
公
園
の
整

備
は
７
年
秋
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
順
調
に
工
事
な
ど
が
進
ん
で

い
る
。
新
港
や
湘
南
ベ
ル
マ
ー

レ
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
と

つ
な
げ
、
回
遊
性
を
向
上
さ
せ

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視
察を実施しています。９月定例会で承認を得た次の委員
会が、閉会中に行政視察を行いました。

●三重県四日市市…議会改革の取組について
●三重県いなべ市…議会改革の取組について

議会運営委員会（11月14日～11月15日）

●福井県越前市…窓口のワンストップ化について
●福井県敦賀市…農業事情と有害鳥獣対策について

総務経済常任委員会（10月22日～10月23日）

※�詳しい視察内容を記載した報告書は、平塚市庁舎本館
８階の議会図書室や５階の市政情報コーナーでご覧い
ただけます。

行政視察の報告●委員会の活動●
市議会に関する情報
は、市議会ホームペー
ジからご覧
になれます。

市議会ホームページ

市議会ホームページの会
議録検索では、日程や発
言者などから簡単に検索
することができます。

会議録検索のご利用を

『
夢
あ
る
未
来
』
平
塚
を
創
る

片
倉 
章
博 

議
員

る
た
め
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問
　
市
民
や
市
外
の
人
に
海
辺

の
総
合
公
園
が
愛
さ
れ
、
楽
し

ま
れ
る
た
め
の
情
報
発
信
に
つ

い
て
、
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
若
い
人
た
ち
か
ら
海
が

あ
っ
て
も
利
用
が
出
来
ず
つ
ま

ら
な
い
、
な
ど
と
言
わ
れ
て
き

た
。
7
年
の
秋
に
海
辺
の
総
合

公
園
が
出
来
た
際
に
は
し
っ
か

り
と
Ｐ
Ｒ
を
し
、
平
塚
に
住
み

た
い
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け

た
い
な
ど
、
ま
ち
の
魅
力
向
上

に
も
役
立
つ
と
思
っ
て
い
る
。

10
年
連
続
人
口
社
会
増

問
　
令
和
6
年
10
月
ま
で
の
本

市
人
口
の
社
会
増
減
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
１
４
５
４
人

の
社
会
増
加
で
あ
る
。

問
　
20
代
、
30
代
の
転
出
入
者

数
の
推
移
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
20
代
男
性
は

３
年
ま
で
は
転
出
超
過
だ
が
、

４
年
に
転
入
超
過
に
転
じ
、
20

代
女
性
は
４
年
ま
で
は
転
出
超

過
だ
が
、
５
年
に
転
入
超
過
に

転
じ
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等 

給
付
金
対
応

問
　
令
和
5
年
、
夏
と
冬
に
計

10
万
円
が
給
付
さ
れ
た
が
未
支

給
者
が
約
１
５
０
０
名
い
る
。

給
付
の
工
夫
や
対
応
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
冬
の
給
付
金
で

は
、
未
申
請
者
へ
勧
奨
通
知
を

２
回
発
送
す
る
な
ど
働
き
か
け

を
行
っ
た
。
ま
た
、
夏
の
給
付

金
を
受
給
し
、
振
込
口
座
名
義

に
変
更
が
な
い
場
合
は
プ
ッ

シ
ュ
型
で
支
給
を
行
っ
た
。

問
　
高
齢
者
の
地
域
と
の
結
び

つ
き
や
声
掛
け
な
ど
地
域
社
会

の
助
け
合
い
の
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
き
め
細

か
な
見
守
り
体
制
の
構
築
や
高

齢
者
よ
ろ
ず
相
談
セ
ン
タ
ー
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
の
連

携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

夢
あ
る
未
来
へ
、

「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
」

野
崎 

審
也 

議
員

平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来 

構
想（
素
案
）駅
周
辺 

の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

問
　「
落
合
か
つ
ひ
ろ
４
期
目

の
約
束
」
の
新
た
に
取
り
組
む

主
な
施
策
に
「
中
心
市
街
地
の

再
開
発
に
合
わ
せ
て
、
紅
谷
町

駐
車
場
の
あ
り
方
を
見
直
す
と

と
も
に
、
駅
周
辺
に
図
書
館
ブ

ラ
ン
チ
（
分
館
）
や
市
民
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
共
拠
点

の
整
備
を
検
討
し
ま
す
。」
と

あ
る
が
、
現
状
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ
の

公
共
拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、

将
来
構
想
に
お
け
る
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
整
備

の
中
で
検
討
す
る
と
と
も
に
、

今
後
策
定
す
る
「（
仮
称
）
平

塚
駅
周
辺
地
区
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
活
用
し
、
図
書
館
な

ど
の
公
共
機
能
を
導
入
で
き
る

民
間
の
開
発
事
業
の
誘
導
を
図

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
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問
　
海
岸
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上

を
図
る
た
め
に
は
、
官
民
連
携

が
不
可
欠
で
あ
り
、
事
前
に
方

向
性
を
示
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
。
龍
城
ケ
丘

プ
ー
ル
跡
地
か
ら
湘
南
ベ
ル

マ
ー
レ
ひ
ら
つ
か
ビ
ー
チ
パ
ー

ク
ま
で
の
海
岸
園
路
は
、
ど
の

よ
う
な
位
置
を
想
定
し
て
い
る

の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
県
の
竹
柵
な

ど
も
あ
る
の
で
、
海
側
を
通
る

ル
ー
ト
を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
自
転
車
が
活
用
で
き
る
園

路
は
考
え
て
い
る
の
か
、
現
状

の
考
え
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
歩
行
者
も
自

転
車
も
通
行
で
き
る
も
の
を
想

定
し
て
い
る
。

問
　
想
定
し
て
い
る
整
備
時
期

を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
現
在
予
算
編

成
中
の
た
め
明
確
な
時
期
は
示

せ
な
い
が
、
新
し
い
公
園
の
完

成
時
に
併
せ
て
整
備
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

問
　
平
塚
漁
港
西
護
岸
及
び
西

防
波
堤
機
能
保
全
工
事
に
つ
い

て
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
工
事

計
画
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
令
和
５
年
度

か
ら
工
事
に
着
手
し
、
西
護
岸

は
全
て
完
了
し
て
い
る
。
西
防

波
堤
に
つ
い
て
は
、
10
年
度
の

完
成
を
目
指
し
て
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
、

計
画
延
長
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
が

完
了
し
て
お
り
、
施
工
中
の
工

事
と
入
札
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
工
事
を
含
め
る
と
、
41
パ
ー

セ
ン
ト
が
完
了
す
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

問
　
全
国
的
に
海
岸
浸
食
に
よ

る
問
題
が
起
き
て
い
る
。
県
の

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
平
塚
海
岸

は
養
浜
と
サ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル

に
よ
っ
て
安
定
傾
向
と
の
評
価

で
は
あ
る
が
、
引
き
続
き
平
塚

海
岸
の
砂
浜
を
守
る
た
め
の
県

へ
の
要
望
は
継
続
し
て
い
く
こ

清 風クラブ 所 属 議 員

須藤 量久 議員 黒部 栄三 議員

さ
ら
に
魅
力
あ
る
ま
ち
へ

数
田 

俊
樹 

議
員

　目の不自由な方に市議会の活動をお伝
えするため、議会だよりの内容を朗読し
た「声の議会だより」を発行していま
す。また、点字版も発行してい
ます。
　ご希望の方は議会局までご
連絡ください。

声や点字の
　 議会だより

問い合わせ
議会局 ☎21-8791

坂間 正昭 議長 佐藤 貴子 議員

と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
海
岸
利
用
者

の
さ
ら
な
る
安
全
確
保
や
、
海

岸
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
の
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
浸
食
さ
れ
た
砂

浜
の
回
復
に
つ
い
て
、
な
ぎ
さ

づ
く
り
促
進
協
議
会
な
ど
を
通

じ
て
、
国
や
県
へ
要
望
し
て
い

く
。

問
　
競
輪
事
業
で
は
、【
第
２

期
】
平
塚
競
輪
中
期
経
営
計
画

（
２
０
２
４
～
２
０
２
７
）
が

策
定
さ
れ
た
が
、
今
後
の
展
望

を
伺
う
。

公
営
事
業
部
長
　
本
計
画
は

「
ギ
ャ
ン
ブ
ル
場
か
ら
憩
い
の

場
」
へ
の
転
換
を
基
本
的
な
方

向
性
と
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

や
施
設
利
用
の
促
進
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
エ
リ
ア
を
含
む
施
設
整

備
、
特
別
競
輪
の
開
催
誘
致
な

ど
の
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の

積
み
重
ね
に
よ
り
、
一
般
会
計

へ
の
繰
出
金
を
継
続
的
に
確
保

す
る
と
と
も
に
、
総
合
計
画
に

位
置
付
け
た
「
市
民
に
開
か
れ

た
親
し
み
や
す
い
競
輪
場
」
を

実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

問
　
全
国
の
競
輪
場
で
、
Ｂ
Ｍ

Ｘ
や
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
キ
ッ

ク
バ
イ
ク
な
ど
が
楽
し
め
る
エ

リ
ア
を
整
備
す
る
動
き
が
あ

る
。
本
市
で
も
今
後
の
整
備
に

お
い
て
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ
や
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
な
ど
が
楽
し
め
る
エ
リ

ア
の
整
備
な
ど
、
検
討
度
合
い

を
高
め
て
は
い
か
が
か
。

公
営
事
業
部
長
　
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
は
利
用
の
中
心
に

な
る
と
思
わ
れ
る
港
地
区
の
住

民
や
本
市
の
市
民
に
毎
日
の
よ

う
に
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

が
、
こ
の
施
設
を
作
る
目
的
に

な
る
と
考
え
る
。
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
地
元
の
要
望
、
サ
イ

ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
や
競
輪
場
の
本

来
の
在
り
方
も
加
味
し
な
が

ら
、
具
体
的
な
計
画
に
落
と
し

込
ん
で
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
自
転
車

活
用
の
ま
ち
づ
く
り　

教
育
課

題　

学
校
施
設　

特
色
あ
る
学

校
づ
く
り

諸伏 清児 議員

総務経済
〇認第１号　決算の認定について

〔令和５年度平塚市一般会計・特
別会計決算〕
　防災対策費の地震・津波防災
対策事業について、工事請負額が
増加した理由を伺う。
　マンホールトイレを５か所整
備したためである。
　整備した場所を伺う。
　富士見小学校、松延小学校、
旭小学校、岡崎小学校、神田小学
校に整備をした。
　商工業振興費の商店街にぎわ
い創出事業について、中心商店街
で空き店舗を活用して出店する事
業者などに補助金を出している
が、その件数と金額を伺う。
　９件の補助を行い、賃借料が
合計２５０万円、改装費が合計４
００万円である。
　競輪事業特別会計について、
収益確保に向けた工夫点を伺う。
　市民に開かれた親しみやすい
競輪場を目指し、イベントは土日
開催を中心とし、幅広い世代に向
けて充実を図った。

都市建設
○認第１号　決算の認定について

〔令和５年度平塚市一般会計・特
別会計決算〕
　都市計画総務費の生活交通確
保対策事業について、神田地区か
ら市民病院へのシャトルバスの利
用状況と改善点を伺う。
　前年度より６１９人多い６６
８１人の利用があった。１日５便
運行するうち、朝の２便は車内が
混雑しており、現状やアンケート
などにより時勢にあった形態を考
えていきたい。
　公園費の高麗山公園（湘南
平）魅力アップ事業について、当
初予算に対し、執行額が５倍に
なった理由を伺う。
　令和４年に遊具を撤去後に復
活を要望する声があり、遊具を設
置したためである。
　常備消防費の住宅密集地等消
火体制強化事業について、何箇所
の住宅密集地や狭あい地区へ消火
栓などを設置したのか伺う。
　市内13か所を定めており、そ
の全てに設置できている。

教育民生
○認第１号　決算の認定について

〔令和５年度平塚市一般会計・特
別会計決算〕
　一般管理費の平塚文化芸術
ホール管理運営事業のコストパ
フォーマンスについて伺う。
　令和５年11月から、会議室な
どはこれまで２日前までの申し込
み期限から、当日まで申し込みが
できるようにした。このようなこ
とも行いながらコストパフォーマ
ンスを意識した。
　聖苑費の聖苑管理運営事業に
ついて、施設の老朽化が進む中、
設備管理について伺う。
　カメラ等ＩＴＶシステム、全
熱交換器や中央監視装置（リモー
トユニット）等の更新修繕などを
行った。
　子ども教育相談センター費の
スクールカウンセラー派遣事業に
ついて、どのような相談があった
のか伺う。
　中学校では不登校、小学校で
は子どもの発達関連の相談が多く
なっている。

環境厚生
○認第１号　決算の認定について

〔令和５年度平塚市一般会計・特
別会計決算〕
　社会福祉総務費の地域福祉推

進事業について、各福祉村での温
度差や活動内容の差についての現
状を伺う。
　地域性と捉え、地域にあった

取り組みをしている。毎月実績報
告をもらい、分析して取り組みが
前進するよう行っている。
　児童福祉総務費の特別保育拡

充事業について、麦・もんもん病
児保育室の急増するニーズへの対
策を伺う。
　令和６年度中に病児保育を増

設するため整備を始めた。
○認第２号　決算の認定について

〔令和５年度平塚市病院事業決算〕
　ＭＲＩが２台体制になった

が、実績と効果を伺う。
　検査数は１台体制に比べて24

パーセント増の６６４３件となっ
た。検査待ち日数はほぼゼロで、
救急搬送患者の検査待ち時間も２
時間から30分程度に短縮した。

　９月定例会で継続審査となっていた、令和５年度決算の認定に関する議案について、９月26日、30日に開催した決算特別委員会では新
たに設置した各分科会で審査し、議案４案件は全て認定すべきもの、可決すべきものと決定しました。主な質疑を紹介します。
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問
　
自
然
災
害
対
策
に
関
す
る

計
画
の
見
直
し
や
更
な
る
対
策

の
強
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。 

市
長
　
本
市
で
は
「
平
塚
市
地

域
防
災
計
画
」
の
中
で
、
公
共

施
設
な
ど
の
安
全
対
策
や
防
災

機
能
の
強
化
、
災
害
時
の
情
報

収
集
や
提
供
、
防
災
知
識
の
普

及
な
ど
を
位
置
付
け
て
い
る
。

今
後
も
災
害
時
の
情
報
収
集
や

分
析
、
対
策
が
円
滑
に
な
る
よ

う
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も
進

め
、
地
域
防
災
計
画
の
実
効
性

を
高
め
て
い
く
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
に
は
多

様
な
学
び
の
場
の
確
保
や
、
将

来
の
社
会
的
な
自
立
を
目
指
し

て
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

る
。
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保

は
、
公
の
機
関
と
し
て
文
部
科

学
省
指
定
の
不
登
校
の
生
徒
に

配
慮
し
た
特
別
の
教
育
課
程
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
学

び
の
多
様
化
学
校
（
い
わ
ゆ
る

不
登
校
特
例
校
）
や
分
教
室
の

設
置
促
進
を
本
格
的
に
進
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
特
例

校
に
つ
い
て
は
、
不
登
校
児
童

生
徒
に
と
っ
て
有
効
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
一

方
で
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ

る
。
現
在
、
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
し
て
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
着
実
に
進

め
、
適
切
な
支
援
が
行
き
届
く

よ
う
努
め
、
不
登
校
特
例
校
に

つ
い
て
も
引
き
続
き
研
究
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
男
性
の
育
児
休
業
取
得
促

進
の
波
は
全
国
的
に
も
波
及
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
育
児
休

業
取
得
促
進
と
家
事
・
育
児
の

参
画
促
進
は
、
今
後
よ
り
重
要

で
あ
る
。
更
な
る
取
得
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
男
性

の
家
事
や
育
児
に
関
わ
る
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
有
効
で
あ

り
、
本
市
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
策
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
、
男

性
の
育
児
休
業
取
得
促
進
に
努

め
て
い
る
。
企
業
向
け
に
は
セ

ミ
ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
な
ど
に

よ
り
、
国
の
制
度
の
周
知
や
活

用
を
促
し
、
働
き
や
す
い
雇
用

環
境
整
備
に
取
り
組
む
企
業
へ

奨
励
金
の
支
給
な
ど
を
し
て
い

る
。
若
者
・
子
育
て
世
代
向
け

に
は
、
母
親
父
親
教
室
の
受
講

を
交
付
条
件
と
し
た
、
産
後
パ

パ
育
休
取
得
応
援
交
付
金
な
ど

の
事
業
も
進
め
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
小
学
校

の
修
学
旅
行　

産
後
ケ
ア
事
業

の
充
実

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
や
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
導
入
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、

民
間
活
力
の
活
用
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
講
じ
た
財
源
確
保

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
令
和
６
年
台
風
第
10
号
に

よ
る
本
市
へ
の
水
害
被
害
は
甚

大
な
も
の
と
な
っ
た
。
今
後
さ

ら
に
気
候
変
動
リ
ス
ク
は
増
大

し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、

今
回
被
害
に
遭
っ
た
人
へ
の
対

応
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
初
と
な
る
災
害
に

伴
う
臨
時
市
民
相
談
窓
口
と
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
被
害
に
遭
っ
た
人
へ

の
支
援
に
努
め
た
。

風
水
害
へ
の
対
応

問
　
令
和
６
年
台
風
第
10
号
に

よ
る
河
内
川
の
溢
水
に
よ
り
床

上
・
床
下
浸
水
や
土
砂
崩
れ
、

車
の
水
没
な
ど
が
発
生
し
た
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
状

況
づ
く
り
へ
の
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
市
民
が

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、

住
ん
で
い
る
地
域
の
災
害
リ
ス

ク
を
日
頃
か
ら
把
握
す
る
こ
と

が
基
本
で
あ
り
、
重
要
と
考
え

て
い
る
。
本
市
で
は
毎
年
、
神

奈
川
県
市
長
会
や
３
市
３
町
広

域
行
政
推
進
協
議
会
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
県
に

対
し
河
内
川
を
含
む
金
目
川
水

系
の
整
備
を
要
望
し
て
き
た
。

県
は
河
川
断
面
を
広
げ
る
計
画

を
し
て
お
り
、
下
河
原
橋
か
ら

神
明
橋
ま
で
の
右
岸
約
１
９
０

メ
ー
ト
ル
は
、
６
年
３
月
に
完

了
し
た
。
左
岸
に
つ
い
て
も
同

様
に
進
め
て
い
く
。

砂

浜

保

全

問
　
砂
浜
の
保
全
や
再
生
に
向

け
た
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る

が
、
砂
浜
保
全
や
養
浜
に
対
し

て
の
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
相
模
川
か
ら

問
　
令
和
７
年
度
の
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
市
税
を
ベ
ー
ス
と

し
た
自
主
財
源
の
確
保
と
拡
充

を
図
り
な
が
ら
、
歳
入
基
盤
を

確
立
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
も

懸
念
さ
れ
、
健
全
で
安
定
し
た

財
政
基
盤
の
確
立
は
重
要
と
考

え
る
が
、
７
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
本
市
の
強
み
を
生
か
し

た
経
済
活
性
化
策
や
雇
用
の
確

保
、
人
へ
の
投
資
、
安
心
・
安

全
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
将
来
の
税
源
涵
養
に
つ
な

が
る
投
資
的
な
取
り
組
み
を
推

進
し
、
さ
ら
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

の
供
給
土
砂
の
減
少
と
、
新
港

に
よ
る
影
響
で
浸
食
傾
向
で

あ
っ
た
が
、
最
近
は
浸
食
対
策

の
効
果
に
よ
り
安
定
傾
向
で
あ

る
。
市
と
し
て
は
、
海
岸
利
用

者
の
さ
ら
な
る
安
全
確
保
や
海

岸
エ
リ
ア
の
魅
力
向
上
の
た

め
、
浸
食
さ
れ
た
砂
浜
の
回
復

に
つ
い
て
、
な
ぎ
さ
づ
く
り
促

進
協
議
会
な
ど
を
通
じ
て
、
国

や
県
へ
要
望
し
て
い
く
。

漁
業
の
活
性
化

問
　
本
市
と
し
て
漁
業
に
関
わ

る
人
た
ち
に
、
今
後
ど
の
よ
う

な
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
受
け
皿
と
な
る
魚

市
場
の
在
り
方
も
重
要
だ
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
漁
業
者
の
安

全
な
操
業
に
向
け
、
漁
業
施
設

の
機
能
保
全
工
事
を
継
続
し
て

実
施
し
、
施
設
の
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平

塚
市
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
漁

獲
物
の
高
付
加
価
値
化
や
漁
業

環
境
を
向
上
さ
せ
る
取
り
組
み

な
ど
を
支
援
し
て
い
る
。
魚
市

場
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
漁

ン
フ
ラ
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
市
街
地
更
新
を
踏
ま

え
た
適
切
な
駐
車
場
・
駐
輪
場

の
再
整
備
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
駅
周
辺
を
雨
に
濡
れ
な
い

歩
行
エ
リ
ア
に
す
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
考
え
を
伺
う
。

副
市
長
　
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
歩
行
環
境
に
配
慮
し
た
内
容

を
検
討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
行
財
政

改
革
計
画
・
中
央
公
民
館
の
あ

り
方　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
の
家
の
今
後
の
あ
り
方

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

持
続
可
能
な
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

久
保
田
　
聡 

議
員

市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
施
策
を

府
川
　
正
明 

議
員

26
万
都
市
唯
一
の
鉄
道
駅
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

山
原
　
栄
一 

議
員

湘南フォーラム 所 属 議 員

小泉 春雄 議員出村 光 議員

問
　
鉄
道
駅
が
１
つ
し
か
な
い

本
市
の
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

副
市
長
　
平
塚
駅
か
ら
放
射
状

に
延
び
た
道
路
交
通
網
の
整
備

で
都
市
が
形
成
さ
れ
、
多
く
の

市
民
が
駅
を
利
用
し
て
い
る
。

一
方
、
通
勤
や
通
学
時
に
集
中

す
る
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
で

快
適
な
自
転
車
と
歩
行
者
空
間

の
形
成
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

変
わ
る
チ
ャ
ン
ス 

平
塚
駅
を
ど
う
生
か
す

問
　「
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来

構
想
（
素
案
）」
に
お
い
て
、

平
塚
駅
を
ど
う
生
か
す
の
か
考

え
を
伺
う
。

副
市
長
　
交
通
機
能
に
加
え
、

本
市
の
玄
関
口
と
し
て
ま
ち
の

魅
力
や
特
徴
が
感
じ
ら
れ
る
場

の
創
出
を
目
指
し
て
い
る
。

問
　
駅
の
北
口
か
ら
南
口
へ
車

を
通
過
さ
せ
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
案
を
構
想
に
盛
り
込

ま
な
か
っ
た
理
由
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
構
想
は
駅
周

辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
に
ぎ

わ
い
を
つ
く
る
も
の
で
あ
り
、

新
し
い
道
や
鉄
道
駅
は
盛
り
込

ま
な
か
っ
た
。

問
　
駅
周
辺
の
市
有
地
や
中
心

市
街
地
関
連
施
設
を
積
極
的
に

生
か
す
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

副
市
長
　
駅
周
辺
地
区
の
魅
力

向
上
が
期
待
さ
れ
る
た
め
、
重

要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付

け
て
お
り
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

問
　
駅
周
辺
へ
の
自
動
車
や
自

転
車
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
イ

業
関
係
者
や
水
産
物
卸
売
事
業

所
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
協
議
会

か
ら
、
卸
売
市
場
を
含
む
周
辺

施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
提
案

が
あ
り
、
今
後
庁
内
で
検
討
を

進
め
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
戦
没
者

遺
族
等
援
護
事
業　

ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー

会議録は２月中旬に公開

「マチイロ」

アプリ「マチイ
ロ」にひらつか
議会だよりを掲
載しています。

皆さんの意見や要望を議会に伝え、市政に反

映させる方法として請願と陳情があります。

請願は、紹介議員を必要とし、提出後は所管

の常任委員会などへ付託して審査します。その

後、委員会審査の結果を本会議へ報告し、議会

としての採択、不採択などを決定します。

陳情は、請願と同じような性格のものです

が、紹介議員を必要とせず、提出後は議会運営

委員会でその取扱いについて協議します。

提出方法などについては、市

議会ホームページをご覧くださ

い。

請願・陳情を市議会へ

12月定例会の会議録は２月
中旬から市議会ホームペー
ジなどで公開します。



令和7年（2025年）2月7日 第２３５号ひらつか議会だより

平
塚
市
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例

問
　
本
条
例
に
よ
り
、
国
や
県

と
の
関
連
も
含
め
た
被
害
者
救

済
が
ど
う
変
わ
る
の
か
伺
う
。

市
長
　
犯
罪
被
害
者
な
ど
へ
の

経
済
的
支
援
な
ど
に
つ
い
て

は
、
国
の
「
犯
罪
被
害
者
給
付

制
度
」
や
「
神
奈
川
県
犯
罪
被

害
者
等
見
舞
金
制
度
」
と
併
せ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
中
長
期
的
な
支
援
を
見
据

え
た
家
事
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
日

常
生
活
支
援
の
ほ
か
、
法
律
相

談
や
専
門
家
に
よ
る
心
の
ケ
ア

を
行
う
な
ど
、
最
も
身
近
な
自

治
体
と
し
て
、
よ
り
き
め
細
や

か
な
支
援
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
ど
こ
ま
で
被
害
者
に
寄
り

添
っ
て
い
く
か
は
非
常
に
重
要

だ
と
思
う
。
被
害
者
の
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
相
談
に
対
応

し
て
い
く
と
い
う
理
解
で
よ
い

の
か
伺
う
。

市
民
部
長
　
ま
ず
は
市
の
相
談

窓
口
に
来
た
人
が
、
安
心
し
て

相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
、
寄
り
添

う
視
点
で
は
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
市
だ
け
で
は
な

く
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
切
れ
目

な
く
長
期
間
に
わ
た
る
支
援
を

行
う
体
制
を
と
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

金
利
上
昇
局
面
に 

お
け
る
資
金
調
達
、 

資
金
運
用
に
つ
い
て

問
　
日
本
銀
行
の
政
策
変
更
に

よ
る
金
利
動
向
の
予
測
と
本
市

の
財
政
運
営
、
市
内
経
済
に
与

え
る
影
響
や
市
債
発
行
に
お
け

る
調
達
コ
ス
ト
の
比
較
と
来
年

度
の
予
測
を
伺
う
。

会
計
管
理
者
　
日
本
銀
行
の
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
解
除
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
長
期
金
利
は

上
昇
基
調
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
金
利
の
上
昇
は
、
特

に
資
金
調
達
の
面
に
お
い
て
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
本
市
財
政
運
営
や
市
内
企

業
の
設
備
投
資
な
ど
に
一
定
程

度
の
影
響
が
生
じ
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
借

入
利
率
は
、
仮
に
条
件
設
定
を

財
政
融
資
資
金
か
ら
10
年
間
の

借
り
入
れ
で
、
元
利
均
等
償
還

据
置
を
１
年
と
し
た
場
合
で
は

０
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て

お
り
、
前
年
同
月
と
比
較
を
す

る
と
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
の
上
昇

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市
中

銀
行
か
ら
の
借
入
期
間
を
10
年

と
し
、
元
金
均
等
償
還
据
置
１

年
で
は
０
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
り
、
前
年
同
月
か
ら
０
・
４

ポ
イ
ン
ト
の
上
昇
と
な
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て

問
　
健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
・

産
後
の
た
め
に
妊
娠
前
か
ら
体

の
調
子
を
整
え
る
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
、
若

い
世
代
が
早
い
段
階
か
ら
正
し

い
知
識
や
適
切
な
健
康
管
理
を

実
践
で
き
る
よ
う
、
普
及
啓
発

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
市

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
が
、
強
化
す
る
点

が
あ
る
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
対
象
に

よ
り
必
要
な
情
報
が
異
な
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
情
報

提
供
の
強
化
に
努
め
て
い
く
。

問
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
も
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
一
つ

で
あ
る
。
厚
生
労
働
省
は
条
件

付
き
で
接
種
期
間
の
延
長
を
発

表
し
、
令
和
７
年
３
月
末
ま
で

に
１
回
以
上
接
種
し
て
い
れ

ば
、
そ
の
後
１
年
間
は
無
料
で

接
種
で
き
る
と
決
定
し
た
。
そ

の
周
知
方
法
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
広
報
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
を
用
い
て
周
知
し
て
い
く
。

問
　
５
年
12
月
議
会
で
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
に
つ
い
て
質
疑
し
た

が
、「
研
究
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
検
討
す
る
」
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
検
討
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
部
長
　
他
市
の
状
況
調
査

や
講
座
実
施
の
際
の
条
件
な
ど

を
確
認
し
た
。
現
在
、
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
で
の
紹
介

や
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

へ
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
お

り
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の

中
で
も
伝
え
て
い
き
た
い
。

問
　
少
し
で
も
救
急
活
動
が
円

滑
に
な
る
よ
う
、
救
急
隊
の
研

修
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

消
防
長
　
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の

技
法
は
、
患
者
の
負
担
軽
減
に

繋
が
る
と
受
け
止
め
て
お
り
、

研
修
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
受

講
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
塚
市

認
知
症
の
人
と
家
族
へ
の
一
体

的
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
事
業

に
つ
い
て

平
塚
市
こ
ど
も
計
画

（

素

案

）

問
　
計
画
策
定
で
重
視
し
た
点

と
、
今
ま
で
の
取
り
組
み
と
の

違
い
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
子
ど
も

た
ち
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
基
本
的
な
視
点
に
落
と
し
込

み
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
施
策
を

位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
若
者
が

将
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
に

支
援
す
る
若
者
計
画
を
内
包
す

る
こ
と
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
強
化
・
充
実
し
て
い
る
。

問
　
市
民
や
教
育
現
場
に
こ
ど

も
基
本
法
の
理
念
を
周
知
す
る

こ
と
の
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
こ
ど
も

基
本
法
で
は
、
社
会
全
体
で
子

ど
も
施
策
に
取
り
組
む
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
本
市
は
、
子
育

て
相
談
事
業
な
ど
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
行
政

だ
け
で
な
く
、
多
く
の
市
民
が

関
わ
っ
て
い
る
。
教
育
現
場
で

も
、
法
の
理
念
や
子
ど
も
の
権

利
を
踏
ま
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
教

育
施
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
れ
ら
を
継
続
す
る
こ
と
で
社

会
全
体
で
支
え
合
う
意
識
が
多

く
の
市
民
や
教
職
員
に
根
付
い

て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

問
　
子
ど
も
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が
校
則

の
見
直
し
を
す
る
こ
と
も
必
要

だ
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
児
童
会
や
生

徒
会
の
声
を
聞
く
な
ど
し
て
、

毎
年
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
と

捉
え
て
い
る
。

不
登
校
対
策

問
　
以
前
提
案
し
た
メ
タ
バ
ー

ス
を
県
が
先
に
導
入
し
た
が
、

本
市
は
導
入
す
る
予
定
が
あ
る

の
か
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
現
在
県
で

は
、
生
徒
数
人
が
参
加
し
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
状
況

を
県
か
ら
情
報
提
供
し
て
も
ら

う
中
で
、
ど
れ
だ
け
効
果
を
得

た
の
か
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問
　
市
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と

し
っ
か
り
連
携
し
、
市
と
し
て

太
鼓
判
を
押
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
現
地
確
認
な

ど
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
、

新
し
く
で
き
た
と
こ
ろ
な
ど
の

特
色
や
状
況
を
学
校
に
周
知

し
、
保
護
者
が
情
報
を
直
接
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
の
検
討
も

行
っ
て
行
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
マ
ン

シ
ョ
ン
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

公
明
ひ
ら
つ
か

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ

秋
澤
　
雅
久 

議
員

こ
ど
も
若
者
を
育
む

未
来
輝
く
ま
ち
平
塚
を
目
指
し
て

上
野
　
仁
志 

議
員

誰
も
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る

「
あ
っ
た
か
ひ
ら
つ
か
」
に

岡
崎
　
通
子 

議
員

議会には、議員の調査研究のため、図書室
の設置が法律により義務付けられています。

本市議会では開かれた議会とするため、議
場前の開放したスペースに議会図書室を設
け、市民・議会・行政が共同で利用できる環
境をつくりました。

議会図書室には、白書などの政府刊行物や
市の行政資料、地方自治や政策に関する書
籍・雑誌などがあります。また、会議録や議
会だよりを配架
し、情報発信に
努めています。

ご利用いただ
ける時間は、午
前８時30分から 
午後５時までの
間となります。
市役所にお越し
の際には是非お
立ち寄りくださ
い。

議会図書室のご案内

インターネット中継

　会議の質問と答弁の様子は、インター
ネットで生中継と録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方は
市議会ホームページからアクセスしてくだ
さい。議員、会派、ことばなどを検索して
映像を選べます。
　録画中継は発言日のおお
むね１週間後から、会議録
をホームページに掲載する
までの間、ご覧いただけま
す。

も
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
し
ば
ら
く
は
こ
の
傾
向

が
続
く
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。

問
　
資
金
運
用
の
内
容
と
実

績
、
昨
年
度
と
の
比
較
と
評
価

を
伺
う
。

会
計
管
理
者
　
今
年
度
の
基
金

の
運
用
内
容
と
実
績
に
つ
い

て
、
定
期
預
金
で
は
運
用
額
30

億
円
で
利
息
額
が
約
２
０
５
万

円
、
債
権
で
は
運
用
額
が
91
億

５
千
万
円
で
利
息
額
が
約
３
０

２
７
万
円
、
合
計
で
約
３
２
３

２
万
円
の
運
用
収
益
を
予
定
し

て
い
る
。
昨
年
度
と
今
年
度
の

比
較
で
は
、
昨
年
度
の
定
期
預

金
と
債
券
に
よ
る
運
用
収
益
の

合
計
が
約
３
１
０
万
円
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比
で
約

２
９
２
２
万
円
の
増
収
を
見
込

ん
で
い
る
。
７
年
度
に
つ
い
て

は
、
現
在
保
有
し
て
い
る
債
券

な
ど
に
よ
り
、
９
千
万
円
を
超

え
る
運
用
収
益
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
金
利
上

昇
局
面
に
開
始
し
た
大
規
模
な

資
金
運
用
に
つ
い
て
は
、
適
切

な
運
用
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て

い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
医
療
費

適
正
化
に
向
け
て　

持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
第
２
期
に
向
け
て

公明ひらつか 所 属 議 員
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用
に
な
る
が
、
内
容
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
災
害
救
助
法
が
適

用
に
な
る
と
、
死
亡
し
た
場
合

は
最
大
５
０
０
万
円
の
災
害
弔

慰
金
、
心
身
に
著
し
い
障
害
を

受
け
た
場
合
は
最
大
２
５
０
万

円
の
災
害
障
害
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
し

付
け
を
世
帯
人
数
な
ど
に
応
じ

て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
平

塚
市
災
害
見
舞
金
制
度
で
は
被

害
程
度
に
応
じ
て
最
大
８
万
円

の
見
舞
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
税

や
介
護
保
険
料
は
、
罹
災
証
明

書
で
の
被
害
程
度
や
所
得
状
況

な
ど
に
応
じ
、
全
額
免
除
や
２

分
の
１
な
ど
の
軽
減
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
塚
市
の
交
通
政
策 

に

つ

い

て

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
展
望
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
充
実

し
た
バ
ス
路
線
が
あ
る
本
市
に

お
い
て
は
、
慎
重
に
対
応
す
べ

き
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
低
床
バ
ス
の
導
入
・
運
用

産
業
振
興
部
長
　
１
階
に
空
き

店
舗
が
あ
る
と
か
な
り
目
立
つ

た
め
、
１
階
を
中
心
に
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

保
育
に
専
念
で
き
る 

公
立
認
定
こ
ど
も
園
・ 

保
育
園
の
職
場
改
善

問
　
現
状
、
平
塚
市
立
の
こ
ど

も
園
、
保
育
園
に
は
Ｗ
ｉ
―
Ｆ

ｉ
ル
ー
タ
ー
が
な
い
。
タ
ブ

問
　「
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来

構
想
（
素
案
）」
で
は
に
ぎ
わ

い
や
と
き
め
き
な
ど
の
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
が
具
体
的
な
内

容
を
伺
う
。

市
長
　
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
「
平
塚
駅
周
辺
地

区
を
み
ん
な
の
リ
ビ
ン
グ
に
」

を
掲
げ
、
住
む
人
や
働
く
人
、

遊
び
に
来
る
人
や
起
業
す
る
人

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
関
わ

り
、
お
気
に
入
り
の
空
間
や
体

験
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

に
ぎ
わ
い
や
と
き
め
き
を
生
む

ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
。

問
　
現
在
、
店
舗
へ
の
支
援
策

と
し
て
中
心
市
街
地
内
の
店
舗

１
階
へ
の
出
店
に
の
み
補
助
金

メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
、
２
階
３

階
の
出
店
に
は
補
助
金
を
出
さ

な
い
の
か
伺
う
。

レ
ッ
ト
を
園
に
支
給
し
て
も
、

十
分
に
使
え
る
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
が
、
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
ル
ー

タ
ー
設
置
の
予
定
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
Ｗ
ｉ
―

Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の
設
置
は
既
に

対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

平
塚
市
民
の
市
民
活
動 

の
拠
点
に
つ
い
て

問
　
令
和
８
年
か
ら
中
央
図
書

館
が
改
修
と
な
る
が
、
自
習
ス

ペ
ー
ス
の
代
替
場
所
と
し
て
、

市
民
に
市
役
所
食
堂
や
議
場
を

開
放
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

と
本
市
の
遺
族
支
援
金
と
合
わ

せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

問
　
本
市
独
自
の
支
援
策
を
伺

う
。

市
民
部
長
　
家
事
や
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
未
就
学
児
の
一
時
預
か

り
な
ど
が
あ
る
。

平
塚
市
公
共
施
設 

再
編
計
画
か
ら

問
　
平
塚
市
公
共
施
設
再
編
計

画
で
は
、
再
編
を
積
極
的
に
検

討
す
る
施
設
と
し
て
１
６
２
施

設
を
上
げ
て
い
る
が
、
そ
の
廃

止
面
積
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
解
体
済
み
の

建
物
が
４
７
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
、
今
後
削
減
さ
れ
る
予
定
の

建
物
は
約
２
万
８
千
平
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

問
　
目
的
は
達
成
し
た
と
思
う

が
い
か
が
か
。

企
画
政
策
部
長
　
さ
ま
ざ
ま
な

増
減
を
含
め
る
と
、
ま
だ
達
成

し
て
い
な
い
。

問
　
勤
労
会
館
と
青
少
年
会
館

の
閉
館
が
予
定
さ
れ
、
さ
ら
に

中
央
公
民
館
の
休
館
が
発
表
さ

れ
た
。
２
０
０
人
か
ら
４
０
０

人
を
収
容
す
る
ホ
ー
ル
が
一
気

に
４
か
所
閉
鎖
さ
れ
る
。
市
民

や
団
体
な
ど
の
発
表
の
場
を
ど

う
確
保
す
る
の
か
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
地
区
公
民
館

を
利
用
で
き
る
よ
う
調
整
し
て

い
る
。
ま
た
、
発
表
の
場
と
し

て
ひ
ら
し
ん
平
塚
文
化
芸
術

ホ
ー
ル
や
市
内
外
の
施
設
の
情

報
を
案
内
し
て
い
く
。

問
　
市
民
が
集
え
る
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
に
つ
い
て
、「
平
塚
駅

周
辺
地
区
将
来
構
想
（
素
案
）」

と
の
関
連
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
多
様
な
活
動

を
支
え
る
機
能
誘
導
と
し
て
、

公
民
館
や
多
目
的
ホ
ー
ル
を
あ

げ
て
い
る
。

問
　
民
間
施
設
を
借
り
る
場

合
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
民
活

動
は
無
料
な
の
か
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
今
後
検
討
す

る
内
容
と
考
え
て
い
る
。

問
　
無
理
に
計
画
を
進
め
る
の

で
は
な
く
、
今
後
の
国
の
動
向

な
ど
を
見
な
が
ら
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

企
画
政
策
部
長
　
コ
ス
ト
を
か

け
る
こ
と
に
よ
る
将
来
世
代
へ

の
負
担
な
ど
を
総
合
的
に
考

え
、
削
減
を
目
指
し
て
ゆ
く
。

一人
暮
ら
し
高
齢
者
の 

た
め
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ 

プ
ラ
ン
・
サ
ポ
ー
ト

問
　
近
年
身
寄
り
の
な
い
独
居

高
齢
者
が
増
え
て
お
り
、
自
身

亡
き
後
の
家
の
処
分
な
ど
を
解

決
す
る
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
他
市
の
状
況
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
横
須
賀
市
や
大
和

市
、
鎌
倉
市
に
終
活
支
援
事
業

が
あ
る
。

問
　
本
市
も
制
度
の
創
設
を
し

て
は
い
か
が
か
。

福
祉
部
長
　
先
進
事
例
を
踏
ま

え
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
龍
城
ケ

丘
公
園
整
備
な
ど

が
、
見
解
を
伺
う
。

総
務
部
長
　
市
庁
舎
本
館
は
市

民
の
た
め
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
や

事
務
事
業
を
執
行
す
る
た
め
の

建
物
で
あ
り
、
情
報
管
理
の
徹

底
が
求
め
ら
れ
る
た
め
開
放
に

つ
い
て
は
課
題
が
あ
る
。

利
用
者
に
寄
り
添
っ
た 

産
後
ケ
ア
の
拡
充

問
　
自
己
負
担
の
軽
減
に
つ
い

て
、「
市
独
自
に
予
算
を
組
ま

な
く
て
も
、」
国
の
補
助
金
が

利
用
で
き
る
の
に
、
な
ぜ
実
施

し
な
い
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
国
の
制

度
や
事
業
者
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
そ

の
中
で
改
め
て
調
整
し
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
平
塚
市

の
未
来
を
担
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用

問
　
令
和
６
年
台
風
第
10
号
に

よ
り
河
内
川
は
増
水
・
氾
濫
し

床
上
・
床
下
浸
水
が
続
出
し

た
。
旭
地
区
の
罹
災
証
明
の
申

請
・
発
行
件
数
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
６
年
11
月
30
日
時

点
で
の
申
請
件
数
と
発
行
件
数

は
と
も
に
１
０
３
件
で
あ
る
。

問
　
河
内
川
周
辺
の
こ
れ
ま
で

の
治
水
対
策
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
本
市
は
毎
年
、
河

内
川
を
含
む
金
目
川
水
系
の
整

備
を
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て

き
た
が
、
今
回
の
大
雨
被
害
を

受
け
９
月
に
副
市
長
が
、
11
月

に
は
市
長
が
県
に
対
し
、
金
目

川
水
系
の
治
水
事
業
の
さ
ら
な

る
加
速
化
の
推
進
を
緊
急
要
望

し
た
。
県
は
下
河
原
橋
か
ら
万

年
橋
の
区
間
６
０
０
メ
ー
ト
ル

に
お
い
て
、
河
川
断
面
を
広
げ

る
計
画
を
位
置
付
け
て
お
り
、

同
区
間
の
右
岸
約
１
９
０
メ
ー

ト
ル
は
６
年
３
月
に
完
了
し

た
。
ま
た
、
本
市
の
雨
水
対
策

と
し
て
雨
水
管
や
貯
留
管
の
整

備
の
ほ
か
、
河
内
川
の
上
流
域

に
あ
る
雨
水
調
整
池
３
か
所
に

雨
水
の
流
出
を
抑
制
す
る
た
め

の
施
設
を
整
備
し
た
。

問
　
台
風
第
10
号
の
集
中
豪
雨

に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

犯
罪
被
害
者
等
支
援 

条
例
制
定
に
つ
い
て

問
　
条
例
制
定
に
あ
た
り
重
視

し
た
点
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
心
身
に
深
い
傷
を

負
っ
た
犯
罪
被
害
者
な
ど
に
寄

り
添
い
、
民
間
支
援
団
体
な
ど

の
関
係
機
関
と
相
互
に
連
携
・

協
力
し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
う
こ
と
を
重
視
し
た
。

問
　
県
と
市
の
両
方
の
支
援
を

受
け
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

市
民
部
長
　
県
の
遺
族
見
舞
金

平
塚
駅
周
辺
の
将
来
像

元
島 

し
ん 

議
員

河
内
川
の
氾
濫
な
ど
大
雨
被

害
か
ら
生
活
を
守
る
た
め
に

は
た 

文
昭 

議
員

コ
ス
ト
重
視
で
は
な
く
、
市
民
に

寄
り
添
う
市
政
運
営
を

松
本 

敏
子 

議
員

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

しらさぎ・無所属クラブ日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員所 属 議 員

髙山 和義 議員

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

土
木
部
長
　
事
前
対
策
と
し

て
、
水
路
の
清
掃
や
土
の
う
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
土
の
う
の
補

充
、
雨
雲
の
動
き
や
河
川
水
位

な
ど
の
情
報
収
集
を
行
っ
た
。

問
　
今
後
の
対
策
を
伺
う
。

土
木
部
長
　
県
で
は
、
河
内
川

の
下
河
原
橋
か
ら
神
明
橋
ま
で

の
左
岸
約
１
９
０
メ
ー
ト
ル
で

河
川
断
面
を
広
げ
る
工
事
を
進

め
る
。
市
と
し
て
も
引
き
続
き

県
に
要
望
し
、
浸
水
対
策
を
進

め
る
た
め
の
雨
水
桝
の
増
設
や

グ
レ
ー
チ
ン
グ
蓋
の
改
善
を
行

う
。

問
　
台
風
第
10
号
に
よ
る
被
災

は
災
害
救
助
法
の
適
用
に
な

り
、
見
舞
金
や
貸
付
金
が
支
給

に
な
る
。
ま
た
国
民
健
康
保
険

税
や
介
護
保
険
料
が
減
免
の
適

状
況
と
導
入
補
助
金
を
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
路
線

バ
ス
運
行
事
業
者
が
平
塚
営
業

所
管
内
で
所
有
す
る
１
６
０
台

の
う
ち
、
１
２
５
台
が
低
床
バ

ス
で
あ
る
。
低
床
バ
ス
の
導
入

に
あ
た
り
、
１
台
当
た
り
１
４

０
万
円
を
上
限
と
す
る
本
市
の

補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
総
選
挙

に
お
け
る
平
塚
市
の
低
投
票

率
、
二
重
投
票
、
投
票
箱
の
無

施
錠
等
に
つ
い
て　

平
塚
市
人

材
戦
略
基
本
方
針　

平
塚
市
こ

ど
も
計
画
（
素
案
）
に
つ
い
て 江口 ともこ 議員渡部 りょう 議員

現在の平塚駅北口。素案ではデッキや芝
生などが見受けられる。

2017年開園の平塚市港こども園。
Wi-Fiがなく日常業務に遅れが出ることも。
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問
　
令
和
８
年
度
に
青
少
年
会

館
が
閉
館
し
、
８
年
10
月
か
ら

耐
震
基
準
の
問
題
で
中
央
公
民

館
の
休
館
も
決
ま
っ
た
。
文
化

芸
術
関
係
の
人
た
ち
の
行
き
場

が
な
く
な
る
こ
と
が
さ
ら
に
懸

念
さ
れ
る
。
中
央
公
民
館
の
休

館
後
に
登
録
団
体
の
行
き
場
が

な
く
な
ら
な
い
よ
う
活
動
場
所

の
代
替
案
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
地
区
公
民
館

が
利
用
で
き
る
よ
う
調
整
を
進

め
て
い
る
。

問
　
中
央
公
民
館
の
利
用
団
体

登
録
数
は
３
６
８
団
体
、
そ
の

う
ち
文
化
芸
術
団
体
が
２
５
１

団
体
あ
る
。
青
少
年
会
館
が
閉

館
す
る
時
期
と
も
重
な
る
が
、

地
区
公
民
館
を
緩
和
す
る
だ
け

問
　
本
条
例
は
、
犯
罪
被
害
者

な
ど
が
再
び
平
穏
な
生
活
を
送

れ
る
よ
う
上
程
さ
れ
た
も
の
だ

が
、「
犯
罪
等
」
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
伺
う
。

市
民
部
長
　
殺
人
罪
や
強
盗
致

死
傷
罪
、
不
同
意
性
交
等
罪
や

不
同
意
わ
い
せ
つ
罪
な
ど
の
身

体
犯
や
死
亡
ひ
き
逃
げ
事
件
な

ど
の
重
大
交
通
事
故
で
あ
る
。

問
　
周
知
方
法
を
伺
う
。

市
民
部
長
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
ペ
ー

ジ
を
設
け
、
市
の
相
談
窓
口
の

ほ
か
、
県
や
警
察
の
相
談
窓
口

の
リ
ン
ク
を
貼
っ
て
い
る
。

問
　
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い

て
伺
う
。

市
民
部
長
　
総
合
的
対
応
窓
口

を
担
当
す
る
職
員
が
県
な
ど
の

研
修
を
受
講
し
、
異
動
後
も
得

た
知
識
を
横
展
開
さ
せ
、
全
体

の
底
上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
。

動
物
福
祉
の 

向
上
に
向
け
て

問
　
令
和
７
年
度
実
施
の
市
民

提
案
型
協
働
事
業
に
「
多
頭
飼

育
崩
壊
等
の
不
適
切
飼
育
防
止

の
取
り
組
み
事
業
」
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
目
的
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
ペ
ッ
ト
の
多
頭
飼

育
崩
壊
や
飼
い
主
の
入
院
、
死

亡
な
ど
に
よ
る
ペ
ッ
ト
の
置
き

去
り
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

行
政
と
市
民
団
体
が
得
意
分
野

を
生
か
し
、
協
力
・
連
携
す
る

こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

問
　
福
祉
部
局
と
の
連
携
も
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

環
境
部
長
　
今
ま
で
以
上
に
福

祉
部
局
と
も
連
携
を
深
め
る
。

問
　
事
業
終
了
後
に
つ
い
て
伺

う
。

環
境
部
長
　
基
本
は
飼
い
主
の

問
題
で
あ
り
、
飼
い
方
や
飼
う

前
の
心
構
え
、
飼
っ
た
後
の
心

構
え
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

で
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
活
動

で
き
る
の
か
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
６
月
と
９
月

に
調
査
を
行
い
、
地
区
公
民
館

に
活
動
場
所
を
変
え
て
も
概
ね

活
動
が
で
き
る
と
確
認
し
た
。

闇
バ
イ
ト
、
特
殊
詐
欺 

中
高
生
へ
の
注
意
啓
発

問
　
闇
バ
イ
ト
に
応
募
し
た
関

東
地
方
の
中
高
生
が
山
口
県
で

逮
捕
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市

内
の
中
高
生
に
啓
発
活
動
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え

る
が
見
解
を
伺
う
。

防
災
・
危
機
管
理
監
　
闇
バ
イ

ト
に
関
す
る
犯
罪
は
低
年
齢

化
、
巧
妙
化
し
て
お
り
、
中
高

生
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
に
早
期
の
啓
発
活
動
が
重

要
で
あ
り
、
そ
の
危
険
性
を
具

体
的
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
。
地
元
警
察
署
と
連
携
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
検
討
し
て

い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
本
市
の

小
中
学
校
の
い
じ
め
防
止
対
策

無
所
属

青
少
年
会
館
閉
館
、
中
央
公
民
館

休
館
、
市
民
の
行
き
場
は

佐
藤 

由
美
子 

議
員

過去に発行した
議会だより

市議会ホームページ
では、これまで発行
したひらつか議会だ
よりをご覧いただけ
ます。

平
塚
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

臼
井 

照
人 

議
員

総務経済
議案５案件は全て原案どおり可決
又は承認すべきものと決定しまし
た。
○議案第93号　製造請負契約の締
結について〔はしご付消防自動
車〕
　現在稼働している梯子車と新
たな梯子車の性能などの違いを伺
う。
　基本的には現在の車両と同程
度であるが、梯子の先端に乗せる
バスケットの耐荷重が倍以上に増
加し、走行は現在の車両よりも小
回りが利く。また、バスケットの
先端にカメラが付いており、状況
把握が向上する。放水量は１１６
０リットルから２千リットルと大
幅に増加するが、梯子の長さは46
メートルから40メートルになる。
○議案第9７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　農業振興費の農作物鳥獣被害
対策事業について、有害鳥獣捕獲
檻維持管理委託料の内容を伺う。
　月２回の点検と、実際に檻に
かかった際の捕獲と捕獲した個体
の処理である。

都市建設
議案６案件は全て原案どおり可決
すべきものと決定しました。
○議案第9７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　公園費の公園施設維持管理事
業について、公園に設置する防犯
カメラの設置場所や台数、設置時
期を伺う。
　見附台公園、塚越公園、真土
大塚山公園に各２基設置する。時
期は、令和７年１月から３月の間
で設置予定である。
○議案第１００号　令和６年度平
塚市下水道事業会計補正予算
　土のうについて、ルールや設
置場所などの情報が必要な人に届
いていないとの声を聞く。また、
大雨情報や災害情報を出す際に、
土のうの利活用情報も併せて発信
するべきだと考えるが、現在どの
ような取り組みをしているのか伺
う。
　市ホームページに掲載してい
るほか、年に一度発行している下
水道広報紙でも周知している。大
雨や台風の際にはＳＮＳでも周知
を行っている。

教育民生
議案３案件は全て原案どおり可決
すべきもの、請願１件は継続審査
とすべきものと決定しました。
○議案第9７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　社会福祉総務費の犯罪被害者
等支援事業について、本事業は令
和７年２月１日から始まる新規の
支援事業だが、啓発リーフレット
の作成部数と配布先を伺う。
　リーフレットの作成部数は２
千部程度を予定している。配布先
は県内の警察署や神奈川犯罪被害
者サポートステーションであり、
配架先は県の弁護士会や公民館、
公共施設などである。
　子ども教育相談センター費の
教育支援室事業について、教育振
興のための指定寄附金を活用し
て、学習用大型ディスプレイを購
入するが、ディスプレイの大きさ
と設置場所、使い方を伺う。
　ディスプレイは60インチで、
教育支援室くすのきに設置し、通
室する児童・生徒の学習や活動の
際に教材などを提示することを想
定している。

環境厚生
議案８案件は全て原案どおり可決
すべきものと決定しました。
○議案第88号　平塚市廃棄物の減
量化、資源化及び適正処理等に関
する条例の一部を改正する条例
　条例改正の内容を伺う。
　今回の条例改正は使用料、手
数料の算定基準に関わるもので、
３年に１度見直す内容となってい
る。それに伴い、各手数料の処理
原価を計算し、それに合った手数
料の改定をした。
○議案第9７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　予防費の予防接種事業につい
て、補正した金額は子宮頸がんワ
クチン何回分を予定しているのか
伺う。
　キャッチアップ世代に対し
て、約９５００回分を補正予算で
計上した。
　接種による健康被害が起きた
場合は市町村が補償することにな
るが、これまで副反応の報告が
あったのか伺う。
　本市ではこれまで副反応の報
告はない。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

１面掲載写真を募集しています

　市内に在住又は在勤・在学の方を対象に、市内を
撮影した四季折々の風景など、平塚市の魅力あふれ
る写真を募集しています。
　今回は、第２３６号（令和７年５月２日発行予定）
に掲載する写真を募集します。
　詳しい応募方法などは、市議会
ホームページをご覧いただくか、議
会局までお問い合わせください。
（議会局☎21－8791）
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審議結果一覧表では、会派名等を略称で表記
しています。正式名称等は次のとおりです。

清……清風クラブ（８名）
湘……湘南フォーラム（５名）
公……公明ひらつか（５名）
し……しらさぎ・無所属クラブ（４名）
共……日本共産党平塚市議会議員団（２名）
A……佐藤由美子（無所属）
Ｂ……臼井照人（無所属）

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

会派名等の表記について 市議会の傍聴について

編集委員　　 元島しん　　久保田聡 
岡崎通子　　黒部栄三

議　　長　　坂間正昭
副 議 長　　出村　光

議 会 報 編 集 委 員 会

審議の結果
〇は賛成　×は反対　欠は欠席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 湘 公 し 共 Ａ B
認第1号 決算の認定について〔令和５年度平塚市一般会計・特別会計決算〕 認定 〇 〇 〇 〇 × × 〇
認第2号 決算の認定について〔令和５年度平塚市病院事業決算〕 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
認第3号 決算の認定について〔令和５年度平塚市下水道事業決算〕 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第66号 利益の処分について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第74号 平塚市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇4 
欠1 〇 × × 〇 〇

第75号 令和６年度平塚市一般会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 × 〇 〇

第76号 令和６年度平塚市競輪事業特別会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 〇 〇 〇

第77号 令和６年度平塚市国民健康保険事業特別会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 〇 〇 〇

第78号 令和６年度平塚市水産物地方卸売市場事業特別会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 〇 〇 〇

第79号 令和６年度平塚市介護保険事業特別会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 〇 〇 〇

第80号 令和６年度平塚市後期高齢者医療事業特別会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 〇 〇 〇

第81号 令和６年度平塚市下水道事業会計補正予算 可決 〇 〇4 
欠1 〇 〇 〇 〇 〇

第82号 専決処分の承認について〔令和６年度平塚市一般会計補正予算〕 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第83号 平塚市犯罪被害者等支援条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第84号 平塚市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条
例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第85号 平塚市市税条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第86号 平塚市手数料条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第87号 平塚市地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇

第88号 平塚市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関する条例の一部を改正する
条例 可決 〇 〇 〇 × × × 〇

第89号 平塚都市計画下水道事業受益者負担金及び下水道事業分担金条例の一部を改正
する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

第90号 平塚市建築基準条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇
第91号 平塚市立公民館の設置及び管理等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第92号 平塚市埋立て等の規制に関する条例を廃止する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇
第93号 製造請負契約の締結について〔はしご付消防自動車〕 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第94号 指定管理者の指定について〔平塚市福祉会館〕 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第95号 指定管理者の指定について〔平塚市西部福祉会館〕 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第96号 町の区域の新設等について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第97号 令和６年度平塚市一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第98号 令和６年度平塚市競輪事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第99号 令和６年度平塚市介護保険事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第100号 令和６年度平塚市下水道事業会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第101号 令和６年度平塚市一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　市議会の本会議や委員会は、どなたで
も傍聴できます。本会議では、車いす席
やお子様連れの方のための特別傍聴席も
設けています。会議の開催日に平塚市庁
舎本館８階にお越しください。
　３月定例会の本会議と常任委員会は、
右記日程での開催を予定しています。本
会議と常任委員会は午前10時に開会の予
定です。
　また、定例会本会議はケーブルテレビ

（ＳＣＮ）での生中継と当日夜の録画放送、 
インターネットでの生中継と録画中継の
配信を行っています。

会議案番号 件　名 結果 清 湘 公 し 共 Ａ B

第5号 厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇2 
×2 × 〇 〇

議員提出議案

請願番号 件　名 付託委員会 結果

第5号 女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める
意見書の提出を求める請願書 教育民生常任委員会 継続審査

請　願
報告番号 件　名

第13号 専決処分の報告について

報　告

3 月 定 例会の予定
日 月 火 水 木 金 土
2/9 2/10 2/11 2/12 2/13 2/14 2/15

本会議
提案説明

など
2/16 2/17 2/18 2/19 2/20 2/21 2/22

2/23 2/24 2/25 2/26 2/27 2/28 3/1
本会議

［代表質問］
本会議
代表・

総括質問

本会議
［総括質問］

3/2 3/3 3/4 3/5 3/6 3/7 3/8
本会議

［総括質問］
常任委員会 常任委員会 常任委員会

3/9 3/10 3/11 3/12 3/13 3/14 3/15
常任委員会

3/16 3/17 3/18 3/19 3/20 3/21 3/22
本会議

［表決など］


